
2013 年 9月 15 日発行 243 号（平成 6年 10月 17 日第三種郵便認可・毎月 1回 15 日発行）（３） 

 

 

した。これが実現したのは、東成育成園のご協力のも

と毎日「これから家を出て東成へ行きます」の携帯電

話を使う練習を重ねてきたからです。見通しの立たな

い、目の前に見えていることしか理解できない拓也が、

電話で話す相手が、だれなのか？目の前にいない人と

話している。相手に伝わっている。といったことを分

かり始めているのだと思います。この成績を残すこと

が出来ましたのは、日常の東成育成園でのサポート・

みなさまの応援＆大阪泳ごう会・パシオスイミングで

のコーチのご指導・チームメイトのご理解＆選手達の

ために貴重な時間を割いてカナダへ連れて行ってく

ださったコーチのみなさんのお力添えのお陰です。あ

りがとうございました。 

今後は、５回目の世界大会への挑戦を目指して海外

勢に劣るパワーの強化を舞洲・長居障害者スポーツセ

ンターのトレーニング室を大いに活用させて頂きな

がら鍛えたいと考えています。亀のような歩みの拓也

ですが、大好きな水泳を家族で楽しむことを忘れない

ように肝に命じながらも厳しい練習を頑張って参り

ますので何とぞ応援宜しくお願いいたします。 

 

※今回のモントリオールで開かれた２０１３ ＩＰＣ

水泳世界選手権大会に先立ち、出場選手の最終国内合

宿で東京都にある国立スポーツ科学センターを利用

することができました。ナショナルトレーニングセン

ターや国立スポーツ科学センターなどの施設は文部

科学省の管轄で、厚生労働省が所管するパラリンピッ

クの選手は、日本代表と言えどもほとんど利用できな

い状況でした。８月２３日の新聞紙上で、「パラリン

ピックが厚生労働省、五輪は文部科学省に分かれてい

る選手強化事業の所管を、来年度から一本化」と報道

もされており、スポーツの分野でバリアフリーが一歩

前進したと思います。 

 

 

 

 

８月２５日（日）の開催当日は、朝から市内に大雨

洪水警報が発令される悪天候でしたが、参加申込みの

あった親子３組（中学生２名、高校生１名と保護者）

の皆さんは、全員出席して下さいました。ただ、案内

の標題である「バーベキュー」が大雨のため中止とな

り、楽しみにされていた皆さんは、とても残念がって

おられました。昼食は、レストランでとることになり、

その後、保護者の皆様は会議室で講演会、子ども達は、

桃山学院大学のボランティアの学生さんたちとスポ

ーツ施設でレクリエーション活動を行いました。 

講演会は、当法人理事の桃山学院大学教授 石田易

司氏より「共生社会の形成に向けた育成会の在り方」

というテーマでお話いただきました。 

共生社会とは、誰もが相互に人格と個性を尊重し支

え合い、人との多様なあり方を相互に認め合える全員

参加型の社会です。共生社会の形成のためには、障害

のある人が、どれだけ社会に参加、貢献できるかとい

うことが問われます。例えば、福祉の分野でも「障が

い者にとって生きがいのある仕事を。障がい者のため

に～を。」と言う考え方から、「障がい者の力を活かし

てもらい、働き手として税金を納めてもらう。障がい

者も一緒になって社会をつくる。」というインクルー

ジョンの考え方に移行しています。また、学校現場で

も、共生社会の形成に向け、障がいのある子どもが障

がいのない子どもと共に教育が受けられる「インクル

ーシブ教育システム」の早期構築が求められています。

障がいのある子ども達が、その能力や可能性を最大限

に伸ばし、自立と社会参加を見据え、生きる力を身に

つけていく。また、大人になった時に、自己決定、自

己選択できる力をつけていくことが必要で、石田先生

の行っておられる「こどもキャンプ」もそれを目標に

取り組んでおられると話されていました。 

次に、現在の障がい者の問題として、高齢化、地域

移行、災害時の対応、人権（差別や虐待）、就労、親

亡き後、ＧＨ・ＣＨ等について課題をあげられていま

した。特に地域移行について、「入所施設にずっとい

ることはしあわせじゃないのか」「施設を離れて地域

に戻ることが、本当の住み慣れた町になるのか」の提

言には、考えさせられるところがありました。そして、

育成会の加入者激減・・・今の育成会は、若い親の参

加が少ない。その原因として、それなりに制度が整い、

障がい者の人権も守られてきているので昔ほど疎外

感がないのでは、と話されました。また、情報もネッ

トから入手することができ、親の会の必要性を感じな

いこともあげられます。育成会は、同じ悩みや困難を

抱える人たちが自主的に活動を行うセルフヘルプ・グ

ループの機能を持つ親の会です。そこは、思いや体験

を話したり聞いたりすることで悩みや苦しみを分か

ち合える、共感を基にした居場所であり、会員が主体

的に参加し、さまざまな情報交換をする場です。その

役割に加え、今後は事業体より運動体としての育成会

の活性化を図り、親亡き後がテーマではなく、親の生

きているうちに道筋をつける取り組みを。そして、共 
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